
1 

 

会 議 録 

会 議 の 名 称 平成２９年度第４回「忍川・酒巻導水路」川の国埼玉はつらつプロジェクト 

推進協議会 

開 催 日 時 平成２９年９月７日（木） 

開会：午後３時００分  閉会：午後４時００分 

開 催 場 所 行田市役所３０５会議室 

出席者（委員） 

氏 名 

自治会連合会：栗原委員、橋本委員、江原委員、佐藤委員、髙澤委員、羽鳥委員 

地域活動団体：今村委員、小林委員、田口委員、柿沼委員 

埼 玉 県：藤井委員、木田委員、中村委員、塚本委員、高山課長（代） 

行 田 市：樋口会長、岩田委員、蓮沼委員、前島委員、吉田委員 

小山主査（代）、五十幡委員、田島委員、加藤委員、中島委員 

欠席者（委員） 

氏 名 

地域活動団体：五十幡委員 

事 務 局 企画政策課：川上主幹、守主任、福田主事 

その他関係機関 

出席者 

埼玉県行田県土整備事務所：落合主任 

埼玉県水辺再生課：柴山技師 

埼玉県加須農林振興センター：竹尾技師 

会 議 内 容 

・まちづくりの取組について 

・川の整備内容について 

・維持管理の役割分担について 

・その他 

会 議 資 料 

・会議次第 

・資料１まちづくりの取組み（案）【行田市】 

・資料２忍川整備平面図【行田県土整備事務所】 

・資料３－１川の維持管理について（案・忍川）【行田市】 

・資料３－２川の維持管理について（案・酒巻導水路）【行田市】 

・忍川 皿尾橋現況 

・河川整備の事例について 

・ぎょうだ夢まつりへの出展について 

そ の 他 必 要 

事 項 
傍聴者 なし 
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発 言 者  会議の経過（議題・発言内容・結論等） 

司  会 

 

 

議  長 

 

 

 

事 務 局 

 

 

議  長 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議  長 

 

 

 

議  長 

 

 

行田県土 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開会 

２ あいさつ 樋口会長 

３ 議事 

・本日の会議は原則公開となっている。 

・それでは、最初に前回の協議会において委員の皆様から質問のあった「酒巻導

水路における橋の設置」について事務局から報告をお願いする。 

 

・前回、要望があった酒巻導水路における橋の設置については、今後、市で検討

させていただく。 

 

・それでは、本日の議事に入る。議事の（１）「まちづくりの取組み」について、

事務局から説明をお願いする。 

 

＜資料１により説明＞ 

・前回のまちづくりの取組に、官民協働または地域によるイベント・清掃活動

などについて記載させていただいた。また、今までの協議会の中で、活動に

関するＰＲが少ないとの意見をいただいたため、今後、本プロジェクトのＰ

Ｒを積極的に実施していく。なお、事務局としては本プロジェクトのＰＲ活

動の一環として、１１月に実施されるぎょうだ夢まつりにＰＲブースを出展

する予定である。現時点では出展内容は特に決まっていないので、出展にご

協力いただける場合や出展内容についてアイデアがある場合は事務局まで申

し出いただきたい。 

 

・ただいまの説明に対し、ご意見やご質問等があればお願いする。 

 

＜意見なし＞ 

 

・続いて、議事の（２）「川の整備内容」について、行田県土整備事務所から説

明をお願いする。 

 

＜資料２により説明＞ 

・遊歩道整備であるが、吹上橋の上流の秩父鉄道側の一部を本年１１月から河

川の築堤護岸工事を実施し、併せて吹上橋から皿尾橋の区間について遊歩道

整備を実施していく。内容としては舗装幅３ｍの遊歩道を整備する。河床整

備については、袋詰め玉石を約６０ｍ実施する。また、東橋と皿尾橋の区間

の三角スペースについて、具体的な整備が決まっていない。参考資料とし

て、他自治体の事例を添付させていただいた。皆様の意見があればいただき

たい。 
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議  長 

 

今村委員 

 

 

 

 

 

湯澤委員 

 

 

 

議  長 

 

行田県土 

 

 

議  長 

 

今村委員 

 

田島委員 

 

 

 

 

 

 

行田県土 

 

 

議  長 

 

 

事 務 局 

 

議  長 

 

 

・三角スペースの活用についてご意見があればお願いする。 

 

・持田地区は新興住宅地として開発が行われてきた。現在も持田地区は行田市で

１番人口が多い地区である。この忍川の遊歩道などを地域の公園の代行とした

らどうかと考える。維持管理などの問題もあり、すぐに結論は出ないと思う

が、県のほうで整備をしてもらえれば、公園の代行としては非常に良いのでは

ないかと思う。 

 

・近くに秩父鉄道が通っているので、写真を撮れるようなスポットとなればよ

いと思う。線路が近すぎるので安全面に課題があると思うが、そのような活

用ができるのではないか。 

 

・公園とするイメージはあるのか。 

 

・植樹帯程度であれば整備は可能であるが、四阿やベンチなどの設置となると市

との協議が必要となる。 

 

・遊具があるというようなイメージとは違うのか。 

 

・遊歩道を歩いてきた人が休憩できるような施設をイメージしている。 

 

・遊歩道の関係であるが、川まるで旧忍川の遊歩道整備を行い、草刈りを実施

してきた。しかし、年２回では足りず、年４回実施している。また、草が生え

て遊歩道の幅員が狭くなっており、実際に通れる幅は１ｍ程度になってしま

う。そういったこともあり、忍川の翔栄橋の上下流左岸はヒメイワダレソウ

を植えてもらった。今回の河川整備の際にも、遊歩道の路肩および法面１ｍ

程度は非種子類の植物を植えてもらえば維持管理に十分役立つと思われる。 

 

・ヒメイワダレソウなど、なるべく雑草を抑えるような対策を検討していきた

い。 

 

・次に、議事の（３）「維持管理の役割分担」について、事務局から説明をお願い

する。 

 

・＜資料３－１、３－２に基づき説明＞ 

 

・ただいまの説明に対し、ご意見やご質問等があればお願いする。 
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橋本委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議  長 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

議  長 

 

 

 

 

 

 

 

議  長 

 

 

・川の維持管理については資料に書いてあるとおりでよいと思う。酒巻導水路

の植樹枡は、非常に雑草だらけの枡もあれば近くの方々がきれいに季節の花

を植えて手入れをしている枡もある。おそらく、植樹枡の前の家が管理して

もらいたいという話になっているのかと思う。年に１回でもよいので自治会

で除草や樹木の消毒などを呼びかけてもらえばよいのではないか。また、県

でヒメイワダレソウを植えたらどうかという意見があったが、旧忍川を見る

とヒメイワダレソウが一面を覆ってしまい、在来種の草花が出にくくなった

傾向がある。忍川も外来種が非常に多く生えているが、市で草刈りを行って

もらっているおかげで、草刈り後に在来種の草花が出てきている。そのため、

市で草刈りを最低でも年２～３回行ってもらうとありがたい。草刈りの時期

については、夏は今頃の時期でよいが、春は菜の花が咲き終わると２～３ｍ

の高さになってしまい、景観が良くないため、菜の花が終わった頃に刈って

もらいたい。 

 

・啓発や広報、除草などについては、意見として承る。 

・次に、議事の（４）「その他」とあるが、事務局から何かあるか。 

 

・次回の協議会であるが、１０月２４日、１０月２５日、１０月２６日の午後

の中のどこかで開催したいと考えている。今から皆様の都合をお伺いするの

で、都合の悪い日に挙手していただければと思う。 

 

＜挙手＞ 

 

・では、次回開催日は１０月２６日の午後とさせていただく。当日都合の悪い

方は、可能であれば代理の方の出席をお願いできればと思う。開催時間は午

後１時半とし、開催場所の詳細については改めて開催通知を送付させていた

だく。 

 

・次回の協議内容についてであるが、まちづくりの取り組みについては、今ま

で協議してきた内容の総括をさせていただく。川の整備については、忍川は

行田県土整備事務所から報告していただく。また、酒巻導水路については、

加須農林振興センターから整備計画案を提出していただき、整備内容につい

て検討していく。その他、委員の皆様から連絡事項等を含め、何かあればお

願いする。 

 

＜意見なし＞ 

・他にはよろしいか。それでは、これにて議事を終了する。長時間にわたり慎

重審議いただき、ありがとう。これをもって、議長の職を解かせていただ

き、事務局に進行をお返しする。 



5 

 

 

事 務 局 

 

 

・以上をもって、第４回川の国埼玉はつらつプロジェクト推進協議会を閉会す

る。 

 

＜閉  会＞ 

 


